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濃度の定量化には、Matlabの toolkit である Natlab (Neuronal
Morphology Analysis Toolkit Laboratory)を用いた。
































(C   C0) (3)







実験データでは突起長 L と shootin1 濃度 C の時系列が得ら
れるため、突起長の速度 v も近似的に得られることになる。ゆ
えに、(1)式の突起長速度 v^ との誤差




さの変化 L、時間経過と shootin1濃度 C の変化を表すグラフを
以下に示す。
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